
 

復活節第三主日 （２０２５年５月４日） 

 
※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 

 

開会の部 

前  奏 

初めの歌       ♪９１“救いのきみは”（1，2，3，4節） 

み名による祝福～罪の告白～ゆるしの祈願          式文１ページ 

詩編交読             詩編３０編 

 

 

 

 

 

 

 

        ※別紙をご覧ください。 

 

 

グロリア パトリ / キリエ                       式文２ページ 

グロリア                                式文３ページ 

 

みことばの部 

祝福の挨拶                              式文４ページ 

 

主日の祈り 

神様。悲しみの夜を過ごしても、あなたは私たちに喜びの歌と共に新し

い朝を迎えさせてくださいます。みことばによって、新しいいのちを待

ち望む信仰を私たちにお与えください。 

復活の主イエス・キリストの御名によって祈ります。  アーメン 

第 1朗読日課  使徒言行録 9：1～6                  (新約 229頁) 

第 2朗読日課  ヨハネの黙示録  5：11～14            (新約 458頁) 

ハレルヤ唱                             式文 5ページ 

福音書の朗読  ヨハネによる福音書 21：1～19      （新約 211頁） 

みことばの歌       ♪４１６“わがゆく道” （1，2，3節） 

説  教        『わたしを愛しているか』  北川逸英師（動画） 

信仰の告白            使徒信条               式文６ページ 

奉献の部     

祝福の挨拶                             式文６ページ 

奉献(献金)    ※ 神への感謝です。ご用意のない方も感謝の心をささげてください。 

奉献唱～奉献の祈り                        式文７ページ 

主の祈り                                式文８ページ 

 

派遣の部  

祝福の挨拶～ヌンク・ディミティス                 式文９ページ 

教会の祈り                   武藏聖子姉       

祝  福                                式文１０ページ 

終わりの歌         ♪ ２６６“いま主のみ前を” （1節） 

後  奏 
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詩編 ３０編 

主
しゅ

よ、あなたをあがめます。あなたは敵
てき

を喜
よろこ

ばせることなく、わたしを引
ひ

き上
あ

げてくださいました。 

わたしの神
かみ

、主
しゅ

よ。叫
さけ

び求
もと

めるわたしをあなたは癒
いや

してくださいました。 

主
しゅ

よ、あなたはわたしの 魂
たましい

を陰
よ

府
み

から引
ひ

き上
あ

げ、墓
はか

穴
あな

に下
くだ

ることを免
まぬが

れ

させ、 

   わたしに命
いのち

を得
え

させてくださいました。 

主
しゅ

の慈
いつく

しみに生
い

きる人
ひと

々
びと

よ 主
しゅ

に讃
さん

美
び

の歌
うた

をうたい 聖
せい

なる御
み

名
な

を唱
とな

え、

感
かん

謝
しゃ

をささげよ。 

 ひととき、お怒
いか

りになっても 命
いのち

を得
え

させることを御
み

旨
むね

としてくださる。 

泣
な

きながら夜
よる

を過
す

ごす人
ひと

にも 

 喜
よろこ

びの歌
うた

と共
とも

に朝
あさ

を迎
むか

えさせてくださる。 

平
へい

穏
おん

なときには、申
もう

しました 「わたしはとこしえに揺
ゆ

らぐことがない」

と。 

 主
しゅ

よ、あなたが御
み

旨
むね

によって 砦
とりで

の山
やま

に立
た

たせてくださったからです。 

しかし、御
み

顔
かお

を隠
かく

されると わたしはたちまち恐
きょう

怖
ふ

に陥
おちい

りました。 

 主
しゅ

よ、わたしはあなたを呼
よ

びます。主
しゅ

に憐
あわ

れみを乞
こ

います。 

わたしが死
し

んで墓
はか

に下
くだ

ることに 何
なん

の益
えき

があるでしょう。 

 塵
ちり

があなたに感
かん

謝
しゃ

をささげ あなたのまことを告
つ

げ知
し

らせるでしょう 

か。 

主
しゅ

よ、耳
みみ

を傾
かたむ

け、憐
あわ

れんでください。 

 主
しゅ

よ、わたしの助
たす

けとなってください。 

あなたはわたしの嘆
なげ

きを踊
おど

りに変
か

え 粗
あら

布
ぬの

を脱
ぬ

がせ、喜
よろこ

びを帯
おび

としてくだ

さいました。 

 わたしの 魂
たましい

があなたをほめ歌
うた

い 沈
ちん

黙
もく

することのないようにしてくだ 

さいました。 

わたしの神
かみ

、主
しゅ

よ 

 とこしえにあなたに感
かん

謝
しゃ

をささげます。 
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 とこしえにあなたに感
かん

謝
しゃ

をささげます。 


